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◆チャート画面・ティック画面を表示したい（従来バージョン） 

 

          

 

      

チャート・ティックを全て終了します。 

→詳細版 2.「起動と終了」参照 

チャート画面(2ページ) ティック画面(4ページ) 
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◆チャート画面・ティック画面を表示したい（新バージョン） 

 

          

 

      

  

チャート・ティックを全て終了します。 

→詳細版 2.「起動と終了」参照 

チャート画面(2ページ) ティック画面(4ページ) 
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    ◆チャート画面 

 

 

 Bid(売値)と Ask(買値)の表示切替を行います。 

 表示チャートを印刷いたします。 

 

通貨ペアを変更出来ます。 表示形式を変更します。 この画面を閉じます。 

期間を変更出来ます。 
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チャート画面を掴み（左クリック押し続け）、上下左右に移動します。 

テクニカル・チャートの設定をします（初期設定時においては、各テクニカル指標ともに基本数値が入力されています）。

背景にカラーライン（縦表示）を表示します。 

為替ニュースを表示します（チャート画面上ダブルクリック時点に近いニュースを表示します）。 ***4ページ参照*** 

 

線の表示や色を設定します（お客様の使いやすいようにカスタマイズいただけます）。 

横幅の大小を調節し、見やすいチャートに設定できます。 

ズームイン・ズームアウトします。 

レート画面の縦のメモリを固定(FIX)します。 

MACD表示画面の縦のメモリを固定(FIX)します。 

レート画面の縦のメモリを固定（FIX）したときに、縦の位置を変更します。 

レートの基準線を引きます。 

トレンドラインを引きます。 

トレンドラインの色を変更します。 
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◆ティック画面 

 

 

通貨ペアを変更

出来ます。 

最新レートが表示

されています。 
この画面を閉じます。 

線の表示や色を変更します。 

横幅の大小を調節します。 

縦のメモリを固定します。 

表示するレートを切換えます。 

Bid:Bid を表示します。 

Ask:Ask を表示します。 

両方:Bid と Ask の両方を表示します。 

 

カーソル箇所の時刻・Bid(売値)・Ask(買値)が表示されます。 
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◆ハイブリッド・チャート画面 

          Bid(売値)と Ask(買値)の表示切替を行います。 

 

線の表示や色を変更します。 

横幅の大小を調節します。 

縦のメモリを固定します。 

ハイブリッド・チャートとは、 

1枚のチャート画面上にて 1分足から月足までを表示させ、過去から現在までの為替の動きを 

ひと目で把握できるチャートです。売買時期を分析するのに適しています。 

※チャート画面の大きさにより、足表示の幅も変わります。 

  お好みでカスタマイズしてください。 

スクロールすることによって、表示され

る足種別を変化させ、分析期間を変える

ことができます。 
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◆ディール・スコープ画面 

 

 

  

 

 

ディール・スコープとは 

外為オンラインをご利用いただいている全会員様を対象に統計をとり、弊社内における 

売買状況をグラフ化したものです。ご自分の売買方針をお決めいただく際にお役立て 

ください。 

線の表示や色を変更します。 

横幅の大小を調節します。 

縦のメモリを固定します。 

≪各線の意味≫ 
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◆チャート全表示画面の保存機能、及び最小化／復元化 

   

≪保存に関する注意事項≫ 

  上部バー内にございます「ファイル」から「プロパティ」にて「終了時に状態を自動保存する」に✔(チェック)が入っている場合は、 

  上の保存作業をしていただいても、終了時の画面が自動保存されます。お気をつけください。 

   

 

 

表示されたすべてのチャート画面を、ワン・クリックで、一時的に最小化いたします。 

また最小化されたすべてのチャート画面を、ワン・クリックで元の大きさに復元いたします。 

 

テクニカル指標など、カスタマイズされたチャート画面を、次回チャート表示時においても 

再度表示させたいときにご利用ください。 

※チャート類は表示されたまま「保存ボタン」を押してください。 
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◆複数のチャートを整列表示したい 

チャート・ティックを整列させる。 

 

 

          

 

       

 

列数(横方向)を指定して、クリックすると、

チャート・ティックが整列します。 
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◆アラート機能について 

      

  その他設定方法として、従来の設定方法もございます。 

※ チャート画面上にて、ダブルクリックすると、その箇所（レート）にアラート設定いたします。 

※ チャート画面上にて右クリックすると、その箇所（レート）に、アラート設定画面（下図）が立ち上がります。 

 

   

   

 

 

 

 

アラート設定のパターンにより、名称を付けられます。 

「パターン名称」に任意の名称を入力後、「アラート設定の保存」をクリック 

いただくと、上部タブ内に名称が表示され、アラート設定が保存されます。 

アラートの際の音の種類を選択いただけます。 

アラート音が停止するまでの時間（最長 60分まで）を設定できます。 
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≪付録≫ニュース画面を使いこなす 

             
クリックした時点の 

ニュースが表示されます。                                                                

 

 

 

  

 

 

 

 
をクリックすると、同指標時における 

前回の結果(過去ニュース)を表示します。 

※このとき、チャート表示も過去の 

その時点に自動移動いたします。 

赤丸(右向き)の矢印をクリック 

すると、次回(元の)同指標時の 

ニュース画面及びチャート画面に 

戻ります。 

青丸(左向き)の矢印をクリック 

すると、さらに前回(前々回)の同指標 

時点のニュース画面／チャート画面に 

移行します。 

    

タイトルをダブルクリックすると、 

ニュース詳細(下図)が表示されます。 


